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1.  前文 

 

以下の文面を表示 

 

 政策意識調査にご興味をお持ちいただきありがとうございます。 

 本調査は、政策に対する考えをお聞きします。時間は 30 分を予定しています。 

 政策に関する意識調査にご協力頂きありがとうございました。本研究は科学研究費 

基盤研究（A）（研究代表者 中林真幸）の支援を受けた調査となります。 

 皆様のご回答は、政策の在り方を論じるうえで不可欠なものです。貴重な時間を割いて

本調査にご協力いただき、ありがとうございました。本調査から得られたデータは今後

統計的に分析し、学術雑誌に論文として掲載致します。 

 研究の透明性確保のため調査データは他の研究者が利用可能な形になりますが、ご回

答者様個人を特定するような情報は一切含まれず、匿名性が全ての研究者に対して完

全に保たれます。また、このアンケート調査の結果は、数値化して統計的に分析いたし

ます。したがって、研究成果からあなたのお名前やご回答内容が特定されることは絶対

にありません。調査会社にご登録されている個人情報は、東京大学及び研究責任者には

一切提供されておりません。 

 本調査から得られたデータは、学術データアーカイブ（CSRDA）に寄託されます。 

 ご不明な点がございましたら、本研究責任者の中林真幸研究室（東京大学社会科学研究

所）まで E メールでお問い合わせください。メールアドレスは nkb@g.ecc.u-tokyo.ac.jp



です。なお本調査は東京大学社会科学研究所・研究倫理審査会が承認しております 。 

 以上を踏まえ、調査へ参加し、質問にご回答いただける場合は「調査に参加する」を選

択して次へ進んでください。調査への参加を希望されない場合は、「調査に参加しない」

を選択するか、このページを閉じてください。 

 

調査に参加する 

調査に参加しない 

 

  すべての設問について、回答せずに次の設問に進むことができます。 

 

 

2. コンジョイント実験 

資料 2 に示すコンジョイント実験を行う。 

 

 

3. 背景情報に関する質問 

資料 3 に示す質問に回答させる。 


